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序 文

文化財は，人類の永い歴史の営みの中で生み出され，先人がζれを守り続け現代に伝えてく

れた私たち共有の貴重伝財産であり，どれもすべてが握手け替えのないものばかりで，私たちは

ζ れからも民族の遺産として，過去・現在・未来にわたり永遠に伝承していくよう， ζ れらの

文化財を尊重し，保護していかなければなら々いものであります。

乙のため，本町では国や県とともに文化財保護に闘し，町内の文化遺産や自然環境の中から

特に貴重t:J.もの・代表的なものを選んで，指定文化財として保護しています。特に文化財を保

護するだけでなく，乙れを積極的K活用して今後の文化の向上に役立てることも必要であり.

文化財の所有者は勿論のこと，すべての人々が理解を深め，協力して文化財の保護管理の責任

を果し，私たちの日常生活の中に文化財愛護の心が深く板をおろすとともに，ひとりひとりの

誇りと自覚に支えられた文化財の保護を進める ζ とが最も大事な ζ とであります。

特に志布志を含む大隅地域は，縄文期から弥生・古墳時代に至る埋蔵文化財の包蔵地であり

本町内には安楽111・前川添を中心tとして.現在178ケ所の埋蔵文化財が確認されており，未確認.

未調査のと乙ろも多く今後の調査に委ねているものが大部分であり，その究明が待たれている

もので，地理的にも，学術的にも古代文化解明の重要な地域でゐります。

今回確認調査を実臨した地区は，文化財保護の重要性に鑑み，昭和57年度から引続き調査を

実抱していると ζろで，県営特殊農地保全整備・十文字地区事業に伴い，その事業tζ先立つて

行ったものである。乙の県営特殊農地保全整備事業は，洪水による災警告防止するため，排水

系統の整備をはかるとともに台地上の畑地の区画形状，道路，排水路網の整備与を行い，併せて

耕地の集団化をすすめ，土地の高度利用による農業経営の改善を図るよう計画されているもの

である。

乙の地域は，以前から縄文時代の土器等が採集されており，井手平・池野・八郎ケ野A ・八

郎ケ野Bの各遺跡をはじめ.周辺には17ケ所以上の周知の遺跡があり .ζの他にも未確認，未

調査ではあるが埋蔵文化財の包蔵地も想定されるところであります。したがって埋蔵文化財の

保護・調査等に努めるとともに，周知の遺跡を含む埋蔵文化財包蔵地の現状変更工事となるの

で，その事業計画前に確認事前調査等を実施し.できるだけ現状保存に努めているものであり

ます。

今回の調査は，鹿児島県教育庁文化課の協力を得て実施したもので，乙のほど報告書がまと

まったと ζろであり，発掘調査報告書刊行にあたり，終始，真撃とf学究的態度で調査に携わっ

ていただいた鹿児島県教育庁文化課の方々の献身的なC協力とと功績に対し，心から感謝申し

上げますとともに深く敬意を表する次第であります。また御指導をいただいた鹿児島県文化財

保護審議委員・河口貞徳氏，日本考古学協会員・瀬戸口望氏に対し衷心よりお礼を申し上げる

次第であります。更に発掘作業に快よく御協力いただいた作業員の方々，地元の万々，また，

大隅耕地事務所をはじめ関係者の御指導御協力により，無事完了する ζ とができ.乙こに深甚

のお礼を申し上げ，本書が広く郷土理解と文化財保護に役立つよう念願するものであります。

昭和 59年 3月

志布志町教育委員会



例言

1. 本報告書は，志布志町教育委員会が，国及び県の補助とを

得て，昭和58年度に実施した埋蔵文化財発掘調査報告書で

ある。

2. 発掘調査は県営特殊農地保全整備事業(十文字地区 )K

伴う事前調査として実抱した。

8 本書の執筆は次の通りである。

第 I章第 1・2節

八郎ケ野A遺跡，八郎ヶ野B遺跡…...・H ・...…・・一戸崎

第 1章第 8節，第 8章

井手平遺跡，池野遺跡………H ・H ・......・H ・....……宮田

第 2章一-……・…・・……………・・・……...・H ・..…・峯崎

なお井手平・池野遺跡の土器については中村耕治が担当

し，八郎ケ野A.B遺跡の石器について牛之浜修の協力が

あった。編集は戸崎・宮田が行なった。

4. 本書K周いたレベル数値は海抜絶対高で、ある。

5. 遺物番号は各遺跡毎に通し番号とした。

6. トレンチ平面図の三角印は土器片・丸印は石器及びその

他を示す。
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第 1章 調査の経過

第 1節 調査に至るまでの経過

鹿児島県は曽於郡志布志町十文字地区において，県営特殊農地保全整備事業(十文字地区)

を計画したところ，当該地区内に井手平遺跡，八郎ケ野遺跡の周知の遺跡が所在している ζ と

が判明した。

そ乙で鹿児島県農政部農地防災課，大隅耕地事務所，鹿児島県教育委員会文化課と協議を重

ねた結果，埋蔵文化財の保護・活用と，事業の調整を図るため，昭和58年度K.国及び県の補

助を得て，志布志町教育委員会が発掘調査を実施する乙ととなった。

発掘調査は志布志町教育委員会が主体者となり，調査及び調査報告を鹿児島県教育委員会文

化課に依頼した。

発掘調査は昭和58年11月15日から 12月13日まで実施し，その後整理報告書作成作業を行った。

とよお，事業区が広いため，発掘調査前は十文字地区遺跡としたが，周知の遺跡として知られ

る各名称の井手平，八郎ケ野A.八郎ケ野B.池野遺跡とした。

第 2節 調査の組織

調査主体者志布志町教育委員会

調査責任者志布志町教育委員会教育長 川之上俊一

4少 社会教育主任 加藤光二郎

" 社会教育課長補佐 那加野久慶

』少 主事補 東迫光博

11 主査 畦地正昭

調査担当者鹿児島県教育委員会文化課文化財研究員戸崎勝洋

11 主 事宮回栄一

主 事峯崎幸清

文化財研究員吉永正史

発掘作業員

中園ヨシ，和田モし有川モモエ，瀬崎シズカ，関エミ，妹尾当，日高アサヨ，片野

坂ヨシエ，西田フジエ，山中ハツミ，西坂実子，松元ヨシエ，中村ヨシ子，宮地貞子，

野村アヤ子，池袋ヨシ子，北村ユミコ，今別府JI頃子，内村ちどり，森田多喜子，有川

勲，片野坂忠美，新山重行，中村親徳，日高実治，倉橋寧多男，浜平民子，東郷孝子，

倉橋由美子

整理作業員

膏入カツエ，橋口紀美子，坂口テ Jレ，後堂悦子，三木原文子，高瀬孝子，陣之内幸子



とfお調査企画において，県教育委員会文化課長猿渡候昭，同課長補佐本田武郎，同主幹中村

文夫，同主任文化財研究員諏訪昭千代の各氏のほか，同管理係の指導・助言を得た o

また整理・報告書作成中は県文化課の中村耕治・牛ノ浜修の両主事の協力を得た。

第 3節 調査の経過と概要

11月15日ω 志布志町教育委員会と打合わせ後，井手平遺跡の調査開始。トレンチ(第 1T 

~第 4T )を設定後，掘り下げを始める。

11月16日。11 第 1・2・4TのIXb層で土器片等の遺物出土。

11月17日肘 第 1T. IXb層で集石遺構検出。第 3T. IXb層で土器片出土。第 2・4TlXb膚の

平板実測及び遺物取り上げを行伝う。第 4T. X層で細石核検出。第 OT設定

11月18日魁 第 5・6T設定後掘り下げ。第 2T刃層で黒耀石製チップ出土。第 OTで集石。

遺構・土器片検出。

11月198(:t) (重富収蔵庫にて図面等の整理)

11月21日但) 第8・4・5T位置図作成。第 3T平板実測及び遺物取り上げ。第 OT集石遺

構実測。第 5T， IXb層で安山岩製石銀出土。

11月22日ω

11月23日附

11月24日射

11月25日樹

11月26目的

11月28日侭)

第 5T IXb層で土器片出土。第 1T平板実測及び遺物取り上げ。第 1・8・4T

土層断面実測後埋め戻し。第 0・2T埋め戻し。

第 5・6T平板実測及び遺物取り上げ・第 5T土層断面実測。

テント移動後，八郎ケ野A遺跡の調査を開始する。第 1-4T設定後掘り下目

八郎ケ野A遺跡第 1-4T掘り下げ。第 2T IXb層で土器片出土。

第4T. xl層で頁岩製剥片確認。第 5-8T設定後掘り下げ。表土下の E層で

遺物出土。

重富収蔵庫にて図面等の整理。

第 2T平板実測及び遺物取り上げ.土層断面実測。第4TXl層掘り下げ。

八郎ケ野B遺跡第 1-4T設定後掘り下げ。第 3T表土下tと石斧・磨石出土。

河口貞徳氏(県考古学会長)の指導を受ける。

11月29臼ω 八郎ケ野A遺跡第 2T埋め戻し。第 6・8T平板実測及び遺物取り上げを行う。

八郎ケ野B遺跡第 1・4・5T掘り下げ。

11月初日附 八郎ケ野A遺跡第 8Tで炭化実出土。第 7T平板実測及び遺物取り上げ。

八郎ケ野B遺跡第 3T平板実測及び遺物取り上げ。

12月 I日射 八郎ケ野A遺跡第 8Tで黒耀石・チャー卜の剥片及び炭化実が多量に出土する。

八郎ケ野B遺跡第 4~6 T掘り下げ。第 5Tで石鎌出土。

12月2日掛 八郎ケ野B遺跡第 4T平板実測及び遺物取り上げ。第 7~ l1 T設定後掘り下げ。

八郎ケ野A遺跡第 8T掘り下げ。

12月8目的 重富収蔵庫にて図面等の整理。
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12月5日但) 八郎ケ野B遺跡第3・4T土層断面実測後埋め戻し。第7TlXb層で磨製石斧出

士。第 9・10T掘り下げ。池野遺跡第 1-4T設定。

12月 6日的 八郎ケ野B遺跡第 9・10T掘り下げ。池野遺跡第 1・2T掘り下げ。

12月7日。11 八郎ケ野B遺跡第12T掘り下げ。第 6-10T断面図作成。

池野遺跡第 1・3T掘り下げ。第 2T平板実測。第 1・2T位置図作成。

12月8目的 八郎ケ野B遺跡第2・11・12T平面図作成。第 5T遺物取り上げ。

池野遺跡第 2T lX b層で石核出土。第 5T設定後掘り下肌第 1T漬物取り上U~。

12月9日樹 八郎ケ野A遺跡第 5・7・8T断面図作成。

池野遺跡第 3-5 T位置図作成。

八郎ケ野B遺跡第 5T断面図作成。

12月12日但) 池野遺跡第 1T平板実測及び遺物取り上げ。第 2T士層断面実測。

12月13目的 池野遺跡第 1・5T土層断面実測。各トレンチ埋め戻し。

調査終了。

十文字地区(八郎ケ野地区)の対象面積94，592nlのなかに 4遺跡が周知の遺跡として所在

している。

今回の調査は，各遺跡の性格・遺物包含層の有無・範囲等の確認を目的とした。まず，縄文

時代早期の遺跡で遺物包含層も深い位置にあり，最も安定していると思われる井手平遺跡から

調査を進めた。

井手平遺跡は南北に長く，北側から南へ，第 1-第 5トレンチを設定した。しかし，調査前

に遺跡範囲の北限・南限と考えられていた地点も，良好な状態で遺物が確認され，それぞれの

南北に第 0・第 6トレンチを設定した。その結果，全てのトレンチより良好な遺物包含層を確

認し，遺構及び遺物を検出した。

次に井手平遺跡に隣接する八郎ケ野A遺跡の調査に移った。以前より縄文晩期の遺物が知ら

れていたが，今回の第 1-第8トレンチを設定し調査を行なった結果，黒川式等の土器片が確

認された。縄文時代晩期の包含層は地表面より浅い位置にあるが，一部のトレンチでは旧石器

時代と恩われる深部の包含層も確認した。

八郎ケ野B遺跡は，八郎ケ野A遺跡に南接している。削平を受けている部分が少なくない。

旧地形が残存していると思われる地点を順次選定して，トレンチを設定し調査を進めた。

また八郎ケ野B遺跡の調査中，別班をつくり，池野遺跡の調査を始めた。池野遺跡では，縄

文時代中期から後期にわたる遺物を確認した。

今回の調査では，各遺跡の性格及び遺物分布の一端を明らかにする乙とができた。
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第 2章 遺跡の位置と環境

井手平遺跡・八郎ケ野A遺跡・八郎ヶ野B遺跡・池野遺跡は，鹿児島県曽於郡志布志町大字

内之倉に所在する。志布志町は鹿児島県の東部，大隅半島の北東に位置し南面する志布志湾の

内陸部に細長く伸び，北は曽於郡末吉町および宮崎県都城市，東は宮崎県串間市と県境を接し

西は曽於郡松山町・有明町と接する。志布志町は古来よりその地理的条件を利用して，南西諸

島・沖縄をはじめ東南アジア諸国との交易港，また圏内交通路の要所として発展してきた。大

港寺をはじめ町内の各所に当時を偲ぶ史跡名勝が数多く残されている o

井手平遺跡・八郎ケ野A遺跡・八郎ケ野B遺跡・池野遺跡は，県道 111号線を前JlIIL沿って

北東約12Kmの通称池野台地に所在する。台地は南九州特有の火山灰(シラス)で形成され，日

向山地に源出する前川の浸食作用によって独立した台地と成っている。前川は全長約25Kmで志

布志町の東部を北南し志布志湾に流出する。前川流域は遺跡の密度がかなり高く，低地周辺に

分布する弥生遺跡を除けばすべてが縄文時代の遺跡である。八郎ケ野地区北東約1.5Km.宮崎

県串間市と県境を接する所に草創期の貯蔵穴・石組の舟形遺構を出土した東黒土田遺跡や前川

の支流大畑川東岸に位置する鎌石橋遺跡等は草創期の降帯文土器文化を解明する遺跡として，

加治闘遺跡・石峰遺跡・牧之原伊敷遺跡・上場遺跡・串間市大平遺跡などと共に重要な遺跡で

ある。また鎌石橋遺跡は，大隅半島で最初に旧石器時代の確認がされた遺跡としても知られる。

池野台地の西側に縄文時代早期の倉園B遺跡や後期の倉圏A遺跡・十文字遺跡が所在し，さら

に昭和39年に発掘調査された片野洞穴など前川流域に濃密な遺跡の分布が広がる。

井手平遺跡は台地の東端に位置し，南北約400m.東西100mの範囲で，一部削平をうけてい

たが全体に包含層の残存は良好で，旧石器時代・縄文時代早期の遺物が出土した。八郎ケ野A

遺跡は井手平遺跡の南側延長で，八郎ケ野集落北西の台地端部に位置する。南北約400m.東西

100m程で旧石器時代・縄文時代晩期の遺物が出土した。八郎ケ野B遺跡は，台地南端の八郎

ケ野集落を真南K見下ろす台地先端部に位置し，八郎ケ野A遺跡と 10mの比高差がある。池野

遺跡は倉圏集落の北東に位置し，南にゆるやかに傾斜する面に広がる。縄文時代後期の遺物を

出土する遺跡で井手平遺跡・八郎ケ野A遺跡・八郎ケ野B遺跡の西南にある。

井手平・八郎ケ野A・八郎ケ野B・池野遺跡は，瀬戸口望氏の長年の調査研究により発見さ

れた遺跡である。

参考文献 1.1鹿児島県遺跡地図」 史跡，名勝・天然記念物及び埋蔵文化財

鹿児島県教育委員会 1973年

2.1鹿児島考古第16号」 鹿児島県考古学会 1983年

3.1倉園B遺跡・十文字遺跡」 志布志町埋蔵文化財調査報告書(θ

志布志町教育委員会 1983年 3月

4.1大隅地区埋蔵文化財調査概報」 鹿児島県埋蔵文化財調査報告書 (25)

鹿児島県教育委員会 1983年 8月
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第 1表志布志町 前川i・森山川流域における遺跡地名表

番号 遺 跡 名 遺 跡 所 在 地 時 代 備 考

旧石器一(細石核)
鹿児島考古第9号

井手平遺 跡 志布志町内之倉井手平 縄文早期集一(前平
式・ 石遺構)

1974年

2 八郎ケ野 B遺 跡 。内之倉八郎ケ野 縄文・晩期

8 八郎ケ野 A遺跡 /， 内之倉八郎ケ野 縄文・晩期

4 池 野 遺 跡 // 内之倉池野 縄文・後期

5 東黒土田遺跡(A，B) 。内之倉黒土田
旧石器・草創期 鹿児島考古第15号
縄文・早期・前期 1982年

6 東黒土田遺跡 (C) // 内之倉黒土田 縄文・弥生

7 東黒土田遺跡。)) 。内之倉黒土田 縄文(後期)

8 八郎ケ野遺跡 " 内之倉八郎ケ野 縄文

9 姥ヶ谷 A 遺跡 // 内之倉姥ヶ谷 5，546 縄文・弥生

10 姥ヶ谷 B 遺跡 // 内之倉姥ヶ谷 弥生

11 和 問 遺 跡 " 内之倉和国 弥生

旧石器(細石核)

12 倉 園 B 遺跡 // 内之倉池野 縄前平文〉(早)，期前〈期石坂・晩式期・
志布志町埋蔵文化
財調査報告書(5)

住居祉，集石，土J広

13 倉 鼠 A 遺跡 " 内之倉池野 縄文後期 志布志町誌上巻

志布志町埋蔵文化
14 十文字遺跡 " 内之倉十文字原4，081 縄文(後期)，指宿式 財調査報告書(5)

1983年

15 大川内遺跡 // 内之倉大川内 縄文

16 平 原 遺 跡 // 内之倉平原 縄文

17 東 原 遺 跡 。 帖東原 縄文

18 土 光 A 遺跡 /， 内之倉土光 縄文

19 土 光 B 遺跡 " 内之倉土光 縄文

20 上原(下出水)遺跡 " 内之倉上原 縄文

21 上原(下出水)遺跡 /， 内之倉上原 員室宇点字記述)
22 出 口 A 遺跡 。 内之倉出口 縄文・弥生

23 出 口 B 遺跡 。 内之倉出ノ口 縄文

24 立花迫遺跡 // 内之倉立花迫 縄文

旧石器(ナイフ・
鹿児島考古第16号25 鎌石橋 遺 跡 。中占鎌石 細石器)集石

1982年
縄文(早・前・晩期)

26 松 崎 遺 跡 " 帖松崎家野 縄文

27 家 野 遺 跡 " 
帖松崎 10，761

10，29 縄文・弥生

28 天 提 遺 跡 9 帖家野 縄文
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番号 遺 跡 名 遺 跡 所 在 地 時 代 備 考

29 堂 ノ 下遺跡 志布志町帖堂ノ下 縄文

30 鎌 石 遺 跡 。 帖鎌石 縄文・弥生

31 浜 場 遺 跡 " 内之倉片野 縄文

32 上 出水遺跡 " 内之倉前畑
縄文(早期・石坂 鹿児島考古第16号

式住居杜) 1，982年

33 出 遺 跡 // 内之倉前畑 2，928 縄文

34 出 口 C 遺跡 " 内之倉出口 縄文(早期)

35 中 須 遺 跡 " 内之倉中須 縄文

36 二反野遺跡 /1 帖二反野 縄文

37 牧 遺 跡 J少 帖牧 縄文・弥生

38 111 平 遺 跡 4少 帖川平 縄文

39 横 峯 遺 跡 。 帖横峯 縄文・弥庄

40 上佐野遺跡 4少 帖上佐野原 弥生

41 佐 野 遺 跡 /1 帖佐野 弥生

42 片 野 洞 穴 。 内之倉片野 縄文(前期)，弥生
志布志町郷土誌

上巻

43 片 野 遺 跡 。 内之倉片野
縄文(前期・中・

後・晩)

44 欠 番

45 道 重 遺 跡 4ア 内之倉弓場迫 2，280 縄文

46 今別府遺跡 。 内之倉今別府 縄文

47 山 裾 遺 跡 /1 内之倉山裾 縄文

48 本'*'木 山 遺 跡 。 内之倉森山 弥生

49 西中畑遺跡 9 内之倉西中畑 縄文

50 中 迫 遺 跡 /1 田之浦中迫 縄文

51 山久保 A 遺跡 イア 田之浦山久保 縄文

52 蔵 園 遺 跡 。 田之浦蔵園 縄文(住居士l上)

53 山久保 B 遺跡 // 田之浦山久保 縄文

54 迫 遺 跡 。 国之浦小迫 縄文・弥生

55 小 牧 A 遺跡 9 田之浦小牧 縄文
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第 3章 層 位

井手平遺跡・池野遺跡・八郎ケ野A遺跡・八郎ケ野B遺跡の各遺跡が所在する池野台地はシ

ラスが基盤になっている。またそれより上部の堆積も良好である。井手平遺跡の各トレンチの

士層を検討した結果，以下のような基本土層が設定された。各遺跡は台地の東部・南部・西部

に所在し，各トレンチの間でも土層の堆積状態は若干異なる。

E 

圃

N 

I 

第 2図池野台地

基本土層柱状図

基本土層

I層 階褐色土層。耕作土であり，やわらかく粘性は少とEい。

E層 黒色土層。若干やわらかい。粘性は少ない。

E層 黒色土層。 E層より硬くなり，粘質である。径 1棚前後の

黄色，-e~スが多量に混在している O これは御池ペミスと呼

ばれているものである。

W層 黒色土層。硬く粘質であり，クラックが発達しやすい。

V層 黒色土層。 W層と同質の土層のなかに，径 1-101IOIl前後の

黄白色軽石が多く点在している。これは池田降下軽石と呼

ばれるもので，径 3棚前後のものが多い。

¥'" VI層 暗褐色土層。クラックが発達しやすい，硬く粘性である。

W層 黄褐色バミス層。 BP約6300年の噴出年代が知られている

鬼界カルデラ起原のものに対比される。通称赤ホヤと呼ば

れるものである。

¥1膚 茶褐色粘質土層。硬く粘質である。高千穂起原のウシノス

ネローせ呼ばれるものである。色調は刃層に類似するo

lXa層黒褐色土層。硬く粘質である。

IXb}冒暗褐色土層。硬く粘質である。

X層 黄褐色バミス層。桜島起原のもので.BP約1.1万年の年代

が与えられている。通称サツマと呼ばれる。

XI層 茶褐色粘土層。通称チョコ層と呼ばれている。硬く粘質で

あるが，咽層よりやわらかく水分が多い。

上記のように皿・ v. vn ・咽・ Xの各層に比較的わかりやすい特

徴を有する火山灰等が堆積しており，各遺跡及び各トレンチの土

層の比較と判断の決めてとなっている。また，南九州では上記の

火山灰等が鍵層となり遺跡閣の関係が明らかにされつつある。

注)成尾英治氏の御教示による。
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井手平遺跡







I 調査の概要

井手平遺跡は池野台地の東側に位置し，標高約110-125仇のゆるやかな傾斜地に立地する。

その東側は比高約20mの差にある前川支流が南流している。台地の南側には八郎ケ野A遺跡，

八郎ケ野B遺跡がそれぞれ隣接している。

今回の確認調査では地形等を考慮にして， 2 X4mを基本とするトレンチを任意に計7設定

し，調査を実抱した。遺構及び遺物が包含されていると思われる土層は数枚堆積しており，地

表面からの深さは 2仇より下がるものもあり，日数等の調査要件でそれ以上のトレンチは設定

できなかったが，本遺跡の性格及び範囲は把握できたと考える。

各トレンチの調査により集石遺構を 2基確認した。また同時期の所産である縄文早期を中心

とする土器片及び石器が出土した。遺構及び遺物はほとんどlXa層と IXb層の境自に検出された。

さらに一部のトレンチでは下層の苅層より旧石器時代のものと考えられる黒耀石の剥片等の遺

物を確認した。

本遺跡は以前より土器片等の遺物の出土が知られていたところであり，地主の一人内村隆司

氏に採集されていたのが第 3図及び第 4図である。表採資料の中には土器と石器がある。土器

は縄文時代早期の貝殻条痕文系の円筒型土器である。

第 4図の 1と2は同一個体と思われるもので，復元口縁径10.8C71lを測る。口縁部は貝殻腹縁

tとより，幅約 5棚の横位の貝殻条痕と貝殻刺突文を連続させて抱文する。胸部は貝殻条痕文を

鋸歯状K施すものである。 3-6は底部である。 8は復元底部径13.6C71lを測る。外面及び底部

第 4図 井手平遺跡表採土器

A
U
 

4
E
A
 



ζ二〉

ぐ")

第 5図表採石器

E 第 1トレンチ

o 5cm 

ヒ

に貝殻条痕が認められる。 4は復元底

部径152cmを測る。外面tζ員殻条痕文

を抱される。 5は復元底部径14.8cmを

測るものである。 6は16.4cmの復元底

部径で，外面に員殻条痕文を施すだけ

でなく，底部内外面にも貝殻条痕が認

められる。 1-6の色調は茶褐色で，

焼成は良好1:.める。胎土には石英・長

石・角閃石等を含む。 1・2は前平式

土器と思われる。

第5図， 7・8の石器は 2点とも石

斧である。 7は大形の事j片を素材とし

たもので，基部より刃部がうすく製作

されている。整形は階段状剥離によっ

て行なわれている。 8は幅広のうすい

剥片を素材とし，縁辺部は剥醗の後顧

打tとより調整している。刃部は両面か

ら研磨される。 2点とも安山岩を石材

としている。

第1トレンチは遺跡の範囲の巌北部と考えられている地点に 2X4mの規模で設定した。前

川支流に向かつて傾斜が若干あり，耕作時に北西部から土を移動していると恩われる。

1.土層(第 6図)

土層は基本土層に近いも.のであった。

Ia層耕作土

Ib層撹乱層。耕作時西北部から移したものである。

Ic層 大正8年桜島が噴火した時の火山灰である。

Id層砂がうすい層Kt.，(って堆積している。旧道路跡と推定される。

血層 黄色の御池ペミスが混在している。南東部は削平されている。

W層 黒色土層。硬く粘質である。皿層と同様で南東部は削平されている。

v-羽層 池田降下軽石が点在しているが，下層との区別は明瞭でない。

W膚赤ホヤ層である。

¥1:層茶褐色粘土層。

lXa層黒褐色土層。硬く粘質である。

-11一
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第 6図 第 1トレンチ土層図・平面図

IXb層暗褐色土層。硬く粘質である。

112‘0'8 

基本土層に比して E層の全てと E層とW層の南東部が一部欠いている。旧道路跡と桜島火山

灰層によって，それ以前の削平によって上記の層が失われていると思われる。

2 出土遺構

トレンチの南側角κ集石遺構を一基確認した。検出層はIXb層である。集石遺構は径15-20cm

の円燃を集めたものでゐるが，一部のみで全体は不明である。今回は試掘調査であり，確認の

みにとどめた。

3 出土遺物

遺物は全てIXbJ麗から出土した。とりわけ最上部に多い。出土遺物には土器片と石器がある。

また径l仕前前後の円擦も多く出土した。それらは火熱そ受けたものが多かった。

(1 )土器(第 7図・図版 2・5) 

9は口縁部に貝殻による斜行する押し引き文，胴部には条痕文を施すものである。口層部は

平坦で、刻目を抱す。 10は復元日縁径12cmを測る。口縁部に貝殻による刺突連点文，胴部に貝殻

条痕文を施すものである。 11は斜行する貝殻条痕文を抱す。 12・13は胴部で，斜行する貝殻条

痕文を施した後で，具殻腹縁による縦位の刺突文を施すものであり，角筒土器と考えられる o

14は縦位の貝殻刺突文を連続して器面全体に施すものである。 15-19は斜行する員殻条痕文を

-12-



施す。 20は貝殻刺突文を鋸歯状に臨すものである。 21~23は底部である。 21は復元底部径6.4cm

を測る。外面は員殻条痕文が脆されるが，底に近い部分は消されている。 22は11.4cmの復元底

部径である。 23は円板貼り付け底部の円板の部分であり，接合部分が明瞭である。各土器片の

色調は 9 ・ 10 ・ 16 ・ 20が暗茶褐色であり，その他のものは茶褐色である。焼成は 9~21が良好

で 22 ・ 23はやや不良である。胎土は 9~15 ・ 17 ・ 21が石英・長石及び角閃石等を含んでいる。

16 ・ 18~20は石英と長石等を含む。 22 ・ 23は石英・長石・角閃石・その他の砂粒を多く含む。

9~19は前平式土器と思われるが.11 ・ 17は石坂式の可能性もある。 20は石坂式土器と思われ

る。

ω石器(第8図・図版 2. 6 ) 

石器は剥片石器と石皿が出土した。 24~28は剥片を素材とした剥片石器である。うすく剥が

れた剥片をそのままの形状で利用し，刃部形成の剥瞬を抱さず，事l片の末端をそのまま刃部と

している。 29は表面の一部が磨かれた状態であり，石皿の破片と思われるが，あるいは砥石的

用途も考えられる。 30及び31は中央部分が使用のため凹んでいる石皿であり，火熱を受けヒピ

割れが多くなっている。剥片石器は擬灰岩製であり，石皿は砂岩によって作られている。

23 

第 7図 第 1トレンチ出土土器
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第 9図 第2トレンチ士層図・平面図

皿第 2トレンチ

第 2トレンチは第 1トレンチ

1出管の南側の農道を隔てた一段低い

畑fζ2X 3mの広さのものを設

定した。平坦に近い畑であり，

層位的に良好で、あると当初恩わ

れた。

r 
1.土層(第 9図)

I層耕作土層。暗褐色土層の

えfかに黄褐色の赤ホヤが

ブロック状に混入する o

W層赤ホヤ層

¥111層茶褐色粘土層

1Xa 層黒褐色土層

1Xb層階褐色土層

X層 桜島起源パミス層。ブロ

ック状に存在し，南側は

• -

ない。

X1a層茶褐色粘土層。硬く粘質

である。水分が多い。

X1b層茶褐色土層o 1Xa}冨の粘土層tと砂が多く混在したものである。

XII}首 砂磯層である。近くの南側の農を観察したところ約 1仇位堆積しており，下のシラスへ

と続いている。

基本土層と比べてW層(赤ホヤ層)の上部は存在しない。削平によるものと考えられる。 XI

層は砂分の混在があり，純粋なものと a・bfL区別した。

2.出土遺物

造物は 2枚の層から出土したo1Xb層からは縄文時代早期の土器片及び石器が確認され，また

X1a層からも旧石器時代のものと思われる黒耀石片が検出された。

(1) 土器(第10図・図版8・7) 

土器片はトレンチの北側にまとまって出土した。 32は復元口縁径 12.5cmを測る。口縁部に貝

殻腹縁の刺突による刻目を施し，鋼部には斜行するあらし、員殻条痕文を施す。 33は復元日縁径

13.3cmを測る。口縁部fL員殻腹縁の刺突による刻目を抱し.D岡部fとは斜行する貝殻条痕文を施

す。 34は復元口縁径13.5cmを測る。口縁部には貝殻腹縁の刺突による刻目を施して，胴部上位

には横位の，下部には斜行する貝殻条痕文を施す。 35は口縁部に貝殻腹縁の刺突による刻目を

臨し，服部には斜行する貝殻条痕文を施すものである。 36-38は斜行する貝殻条痕文を施す。

-15ー
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第10図 第 2トレンチ出土土器
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39・40は横位の貝殻条痕文を臨すものである。 41は斜行する貝殻条痕文を抱している。 42は底

部に近い部位と思われる。へラ状胞文具による沈線文を格子状に施す。 43~46は底部である o

43は底面に貝殻条痕が認められる。 44は復元底部径19cmを測る。器面には貝殻条痕文が胞され

る。また底部内面及び底面にも員殻条痕が認められる。 46は復元底部径が11cmで、あり，器面に

は貝殻条痕文が施される。色調は32~35が暗茶褐色であり. 36~46は茶褐色を呈する。また33

は器面tζ ススの付着が認められる。焼成はし、ずれも良好である o 胎士には石英・長石及び角閃

石等を含む。 32~41は前平式土器と思われる o

第11図 第 2卜レンチ出土石器

~O~- 5cm 

ゴ

(泊石器(第11図・図版 3.7)

47・48は剥片を素材とした石器で

ある。 47は剥片末端の両縁辺を使

用している。 48は直線K近い刃部

を有し，他の縁辺は折断等の方法

で除却していると思われ，その後

蔽打により整形をしている。石材

は同じ擬灰岩である。

j 

V -

11 ... '8 

Ia 

拍
一
"
と
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第12図 第 8トレンチ土層図・平面図
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N 第 3トレンチ

第 8トレンチは南北K長い遺跡のなかでほぼ中央部の位置で， 2 x 4mの大きさで設定しfこ0

東側への傾斜は少なく，第 3~4 図の表採資料はこの近くで採集されたとの乙とであった。

1 土層(第12図)

良好な状態で全ての層が堆積していた。

Ia層暗褐色土層(耕作土)

Ib層携乱層である o

E層黒色士層

町周 黒色士層。御池起源の黄色パミスが多量に混在している。

州
け
川
附
倣

ぬ可。

加点…〉

第13図 第 3トレンチ出土土器
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W層黒色土層。硬く粘質である。

V層 黒色土層。径 2~1らm前後の池田降下軽石が多く混在する。

VI層 暗褐色土層。クラックが発達しやすい。硬く粘質な層である。

W層 黄褐色ペミス層。赤ホヤ層と呼ばれるもので，約50cm前後の堆積があり，土層のなかで

最も厚いo

¥lIl層 茶褐色粘質土層。硬く粘質である。高千穂のウシノスネロームと呼ばれている o

lXa層黒褐色土層

IXb層黒褐色土層

土層は南側に若干の傾斜を有す。

2.遺物

遺物は全てIXb層から出土した。出土遺物は土器と石器である。また火熱を受けたと思われる

僚も多く出土した。遺物の平面分布をみると，土器片は南側に多く，石器及びその他の礁は北

側に多く集中していた。

(1) 土器(第13図・図版8) 

49は外反する口縁部で端部を平坦におさめるものである。口縁部には員殻腹縁による刺突文

を横位に施す。 50は口縁部K刻目を施し，胴部fとは斜行する員殻条痕文を抱す。 51は復元日縁

径 19.4cmを測る。 51・53は口縁部に 2段の刻目を抱し，胴部には斜行する貝殻条痕を抱す。 52

は復元口縁径10cmを測る。口縁部に貝殻腹縁の刺突による刻目を施し，胸部には斜行する貝殻

条痕文を施す。 54は口縁部K貝殻腹縁の刺突による刻目を施し，胴部には斜行する貝殻痕文を

抱す。 55. 57~64は斜行する貝殻条痕文を施す胴部である。 56は不規則な貝殻条痕を施す。 65

はへラ状抱文具による沈線文を施するものである。 66は底部である。色調は49・51・53・54・

63・64が倍茶褐色で. 50 ・ 52 ・ 55~62 ・ 65 ・ 66は茶褐色を呈する。焼成はL、ずれも良好で，胎

i 

L--J 
第14図 第 8トレンチ出土石器
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土には.49が石英，長石，角閃石，金雲

母等. 50~59. 61~65は石英，長石，角

閃石等. 60・66は石英，長石等を含む。

49は石坂式土器と思われる。 50~臼は前

平式土器と思われる。

(却石器(第14図・図版 8) 

67は剥片石器である。同種の石器のな

かで最も整った形状に仕上げである。刃

部は直線的であり，他の縁辺は折断及び

敵打fとより整形されている。 68は石皿の

一部であり，表面は磨耗している。 69は

表裏とも磨耗したもので石皿と思われる

が，砥石的用途も考えられる。



V 第 4トレンチ

第4トレンチは第8トレンチより南に約60m下がった地点に 2X3mの大きさで設定した。

X層で細石核が出土したため，その包含層と思われる苅層まで入念に調査した。その結果地表

面から約 250cmまで掘り下げた。

1. 土層(第15図・図版4) 

I層耕作土

E層 黒色土層。他のトレンチと比べて，残存状態が良好である。

皿層 御池バミスが混在する黒色土層。

W層 黒色土層。硬く粘買である。

Y.VI層 池田降下軽石が点在する層である V層と，その下層である羽層の明瞭な区分けはで

きない。
v 

、，
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第15図 第 4トレンチ土層図・平面図
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w層黄褐色ペミス層(通称赤

ホヤ層と呼ばれるみ

¥1層茶褐色粘土層(ウシノス

ネローム)

lXal冒黒褐色土層

D{b層階褐色土層
l1o.dg 

X層桜島パミス層

}([a膚茶褐色粘土層。水分多し

沼b層茶褐色粘土層。径2伽m前

後の小礁が多い。

以上のように土層の堆積は良好

である。土層はほとんど平坦に

近い状態で堆積している。

Z 遺物

ほとんどの遺物はD{b層より出

土している。またその下層から

も一部確認した。

白)土器(第16図・図版 9) 

70-77はいずれも胴部片であ

る。 70・71は斜行する貝殻条痕

文を抱す。 72は貝殻条痕を施す

が器面全体に施されるものでは

ない。 73は斜行する員殻条痕文

を施している。 74は72と同様で
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第 4トレンチ出土土器

あり，貝殻条痕文を抱すが器面全体tと及ぶものでは

ない。 75-77は横位に近い貝殻条痕文を砲している。

色調は73・77が暗茶褐色であり.70-72・74-76は

茶褐色を呈する。焼成はいずれも良好であり，胎土

には70・71・73-77fC石英・長石・角閃石等を.72 

第16図

¥ 

には石英・長石等を含む。全て前平式土器と思われ

る。

ω石器(第17図・図版 9) 

〕
?午m

第 4トレンチ出土石器

てご

ー口前
縄文時代のものは 2点出土している。 78は砂岩製

のものであり，外面のほとんどが磨耗している。意識的に磨かれたものではなし使用のため

の結果と思われる。 79は表面が磨かれており，擦痕が認められるものである。石皿の一部分と

判断されるが，砥石的用途も考えられる。これも砂岩製である。

第18図の80は旧石器時代末期の細石器文化に位置づけられる細石核である。出土層位はX層

上部であり，本来あるべきx!層から検出されたものではない。 ζれは黒耀石の小擦を利用したも

ので，打面は剥離面と同様の剥離で作出し，打面調整を施している。石材は気胞が少ない良質

品
のものを利用している。 xl層は念入りな調査を

行ったが黒耀石のチップを数点確認したのみで

あった。

細石核の出土で旧石器文化の存在を確認した

ものの，性格及び広がりは不明に近い。しかし

fSがら第2トレンチの茶褐色粘土層からも黒耀

石の剥片が確認されており，近く K同時代の中

心部が存在すると考えられる。他のトレンチは

可能桜島バミスの下部は掘り下げていないが，

性は高いものと思われる。
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v[第 5トレンチ

第 5トレンチは第4トレンチの南側約40mの地点、に 2X4mで、設定した。井手平遺跡の南端

と考えられていた地点であり，東側tζ張り出た平地である。現在では最も平坦な畑となってい

る。

1. 土層(第19図)

i層 暗褐色士!言。(耕作土)

E層黒色土層

血層 御池ペミスが混在する黒色土層。

W層 黒色土層。硬く粘質である。

V層 池田降下軽石が点在する層である。

羽層 暗褐色土層

w層 黄褐色パミス層。(赤ホヤ層)

V置層 茶褐色粘質土層。(ウシノスネローム層)

lXa層黒褐色土層

IXb層暗褐色土層
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第19図 第 5トレンチ土層図・平面図
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第21図 第5トレンチ出土石器

02正〉

持ip
T 

各土層の層序は基本土

層と同じでゐるが，他の

トレンチよりlXa層 .IXb 

層も含めて堆積は少ない。

2.出土遺物

遺物は全てIXb層より出

土した。土器片は 8点と

少ないが石器の中には石
第22図 第5トレ庁出土石蟻

鎌も出土した。

-23ー

(1) 土器(第20図・図版 9) 

81-83は胸部片である。 81は斜行する貝殻条痕文を胞す。 82・83は横位K近い貝殻条痕文を

施している。いずれも色調は茶褐色を呈し，また焼成は良好である。胎士には石英・長石・角

閃石等を含んでいる。前平式土器と思われる。

ω石器(第21図・図版 9) 

84は石皿の破片である o 底面は平坦であり，表面には使用の痕跡が残っている。 85も石皿の

破片と考えられる。いずれも砂岩を利用している。 86は安山岩製の石鉱である。長身鎌の部類

には入るもので，先端部及び稜のある中心部は磨耗している。脚の一方は欠損するが，井手平

遺跡の今回の調査では唯一のものである。

w第 6 トレンチ

第 6トレンチは第 5トレンチの南側約30mの地点に 2X4mの大きさで設定した。井手平遺

跡の南端と恩われていた第 5トレンチより遺物の出土があり，最南端を確認するものである。

1.土層(第23図・図版 3) 

Ia層耕作土

Ib層携乱層

E層黒色土層

町層 御池ペミスが混在する黒色土層

W層黒色土層

V層 黄白色の池田降下軽石が混在する黒色土層



W層 陪褐色土層。硬く粘質であるo

W層黄褐色パミス属。(赤ホヤ層)

¥1層 茶褐色粘土層。(ウシノスネローム)

lXa層黒褐色土層

IXb層階褐色土層

各土層の堆積は良好であり，層序は基本土層に近い。

2.遺物

出土遺物はIXb層から出土し，南側に多かった。

(1)土器(第24図・図版10)

87は復縁日縁径が1&mで、ある。口縁部には上段tと棒状施文具，下段に貝殻腹縁の刺突による

刻目を施す。目同部には斜行する貝殻条痕文を施す。 88・91・92は横位に近い貝殻条痕文を抱し

ている。 89は横位及び斜位の員殻条痕文を抱す。 93は口縁部に近い部位であり，口縁下位に横

位の員殻腹縁による刺突文を胞し，胸部には縦位に近い貝殻条痕文の上に貝殻腹縁による縦位
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刺突文を臨す。 94は底部に近い部位であり，

底部は円板貼り付けによるものと思われる。

胸部の文様は93と同様である。 95は斜行す

る貝殻条痕文の上に貝殻腹縁による縦位の

刺突文を施す。 96は貝殻条痕を消し，その

土に貝殻腹縁による縦位の刺突文を抱す。

97は93・94と同様である。色調は87・91・

その他は茶

褐色を呈する。焼成はいずれも良好で、あり，

胎土には石英・長石・角閃石等が含まれる。

93・96・97が暗茶褐色であり，

第24図

すべて前平式土器と思われる。

ω石器(第25図・図版10) 

98は砂岩製の石血である。表裏とも使用

されている。火熱を受けたと思われヒピ割

れが周囲に多い。

-25-

第 6トレンチ出土石器第25図



唖第 Oトレンチ

第 1トレンチで集石遺構を確認し，北側へ遺跡の広がりが予想されたため，北側へ60mの地

点で，標高も約10m程度高位置な傾斜地に 2X4mのトレンチを設定し，第 Oトレンチとした。

第 Oトレンチは井手平遺跡を見わたせる位置にあり，鞍状の地形で東に傾斜している。

1.土層(第26図)

I層耕作土

W層黄褐色バミス層。(赤ホヤ層)

lXa層黒褐色土層

IXb層暗褐色土層

士層は E 層~VI層と vn層の上半が欠除している。lXa}言及び IXb層の堆積は良好で、ある。

2.遺構(第27図・図版 4) 

集石遺構が西側で確認された。集石はIXb層中ほどで検出され，南北120cm・東西110cmの円形

状の平面を呈する。下面は 5cm程の浅い掘り込みが円形に胞され.10cm前後の角礁を配する。

集石は僚が密集する部分と，東南部の小数のまとまりから構成される。位置が東南に面する傾

斜地のため，礁の移動は集石が放棄されてから人為的なものでなく，自然的作用によって生じ

たと考えられる。集石を構成する燃は砂岩を中心としたものであり，総数 110個近い。礁はす

べて火熱を受けたと恩われ，赤色化し割れたものが多い。内部には炭化物も多く確認された。

• 

〆 . 
• • • .. . . 

• d‘ 
4‘ • . . 

• 
第26図 第 Oトレンチ上層図・平面図

mm 



。

第27図 第Oトレンチ集石遺構図

K まとめ

ωcm 

d m 

礁の一部には石皿等の石器も利用

されていた。今回は確認調査であ

り，実測図作成の後そのまま埋め

戻した。

3.遺物

IXb層より員殻条痕文を施した土

器細片が図示してないが数点出土

している。

また石器としては砂岩を利用し

た石田が集石のなかに認められた

が，集石遺構を保護するために現

状のままとした。

第 Oトレンチの北側はすでにシ

ラス面まで削平され，平坦な畑地

となっている。

井手平遺跡は縄文時代早期を中心とする遺跡であり. 2基の集石遺構と前平式土器を中心と

する土器及び石器等を検出した。また下層には旧石器時代の文化層が確認され，剥片等が出土

した。

縄文時代の遺物はIXb膚最上部より出土し，全てのトレンチで確認された。土器片は前平式を

中心とし，一部石坂式と思われるものも検出した。前平式のものは，口縁部tζ貝殻腹縁の刺突

を緬し，胸部tとは斜行する貝殻条痕文を施したもの等がよく知られているが，第4図 1・2の

ように口縁部の文様は同様で、あるが，胸部は石坂式に行伝われる綾杉状の条痕が砲されたもの

も確認された。 ζ の一点で前平式と石坂式を結び付ける ζ とは早計であり，類似品の培加を待

ちたい。しかし今後胴部片の綾杉状の条痕をもって石坂式土器とは簡単に判断できないものと

思われる。石器のなかでは凝灰岩を利用した剥片石器が多く検出され注目される。ほとんど二

次加工の刃部形成剥離は行なわれず，剥片のままの縁辺を使用している。刃部は直線的なもの

が多く，一種の切断具と考えられる。

今回の調査より，井手平遺跡は南北に長く，良好位包含状態を有する ζ とが確認された。

-27-
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池 野遺跡







調査の概要 (第28図・図版11)

池野遺跡は池野台地の西側奥部に位置し，南に向った傾斜地に所在する。遺跡の西側には谷

それを隔てた台地には倉園 B遺跡が所在する。中心部の標高は110~115m で、

I 

状の低地があり，

ある。

以前より土器片等の遺物が採集されている南向きのゆるい傾斜面f<:.第 1・第2の各トレン

また南側の小さな沢を隔て，西側の谷に向かつて傾斜する地に第 8及び第4トレ

ンチを設定した。

チを設定した。乙れらの第 3~第 5 トレンチは遺跡の立地として条件的に良好であると思われ

さらに第 1トレンチの東側で，標高が約 125mと一段高位な地iζ第 5トレン

チを設定し，

た場所である p

調査の結果，縄文時代中期から後期にわたる土器片及ひマ石器等の遺物を検出した。また縄文

時代早期と思われる遺物も確認する乙とができた。

第 1

以前より遺物が採集している場所の中心部で、あり，

トレンチE 

2X4mの大きさで設定した。乙のトレ

ンチの約40m北側に墓地があり，そ ζで完形の土器が出土したということであった。

土層(第29図)
/ 

/ 

(日表層・|日耕r-1fT)

黒色士層。南側に若干残序し下いる。

黒色七層。黄褐色で点状の御池，~ミスが多く混在し，硬くしまっている。

黒褐色上層。(耕作土)

暗褐色土層"
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遺物

縄文時代中期から後期にわたる土器片や石器等が血層より多く出土した。土器片のなかには

春日式と思われるものも確認した。

Z 

(1)土器(第30図・図版12) 

1は復元日縁径19.4cmを測る。

器面調整が行なわれ，その後外面には粘土紐を貼り付け，

刺突文を施すものである。 2は口縁部がわずかに外反するもので，内面及び外面に貝殻条痕に

口縁部は内湾し，端部は平たい。内外面とも貝殻条痕による

さらにその粘土紐に貝殻腹縁による

よる器面調整が行なわれる。口縁部には巾約1.2cmの粘土紐を貼りつける。 3は外反する口縁部

であるが，端部はわずかに内湾するものである。内面には貝殻条痕が認められるが，外面fζは

口縁端部の内側には刻目を施すものである。 4
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第31図 第 1トレンチ出土石器

第32図 第 1トレンチ出土石器

(泊石器(第31図・図版12.13) 

は外面に押し引き状の凹線文を抱すもので，内

面は貝殻条痕が認められる。 5は底部に近い部

位であり，内外面ともに貝殻条痕による調整が

行なわれる。 6も底部に近い部分である。外面

は貝殻条痕調整が認められる。 7~15は底部で

ある。 7は復元底部径8.4cm1a?測る。 9は高台状

のあげ底である。内面に貝殻条痕が認められる。

10は復元底部径8.4cmを測るものである o 11は復

元底部径7.7cmで，外面に貝殻条痕が認められる。

12は9.7cmの復元底部径で，わずかにあげ底状を

呈する。外面は貝殻条痕調整が

行なわれている。 13は9.2cmの径

で，わずかにあげ底状である。

外面は貝殻条痕調整が行なわれ

る。 14・15もわずかにあげ底状

である。色調は 1・8が黒褐色

であり. 4・6・7・10・12は

暗茶褐色，その他のものは茶褐

色を呈する。焼成はし、ずれも良

好である。胎土には 1・4・6

K石英・長石等が. 2・8・5・

7-9・11-15には石英・長石・

角閃石等を. 101と石英・長石・

砂粒等が含まれる O

17 1 ~ 4は春日式土器と恩われ

050百

る。他は型式不明であるが，縄

文時代中期から後期にわたるも

のと想定される。

16は砂岩製であり，全面が磨かれている。磨製石斧の形状を呈し，平坦に近い側面を有し，

製作時の擦痕と恩われるものが随所に認められる。 17は砂岩製の石皿である。円孤状に凹んだ

機能面を有し，それに平行する断面形与を呈する。側面は敵打によって平坦に整形されている。

外面は火熱を受けたと思われ，赤色化し，ヒピが多い。

また，図化していないが，磨石の可能性もある円礁が l点出土している。黒耀石片は 3点と

少ないものの確認されている。
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E 第 2卜レンチ

第2トレンチは第 1トレンチの約50m南側に 2X4mで設定した。平坦に近い地である。

1.土層(第33図)

Ial脅黒褐色土層 (耕作土)

Ib層・Ic層 暗褐色土層 (時間的なズレが認められる境舌L層で一時は耕作土であった。)

E層黒色土層。若干やわらかく.粘性は少ない。

皿層 黒色土層。御池バミスが多く混在している o

w層黒色土層。硬く粘質である。

V層 池田降下軽石が混在する黒色土層であるo

VII層黄褐色ペミス層 (赤ホヤ層)

¥1層 茶褐色粘土層 (ウシノスネローム層)

lXa層黒褐色土層

IXb層階褐色土層

土層の堆積は良好であるが，北側から表層を伺回も押してきているα

V 
r- V 

V v v 

1. 

Ib 

1. 

107.6'8 

百

K. 

一Kb 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

• • • • • 
町

-
• 

，
 

，
 ，

 -
，
 

• • 
"
 

• • • • • 
"
 

• 

-
• 

~ 

• 
~ 

Kb膚

石核

4‘ 

Jν 

第33図 第2トレンチ土層図・平面図
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2.遺物

皿層より土器片が 8点， IXb層より石核が 1点出土した。

(1) 土器(第34図)

18・19は底部である。 18はあげ底状を呈する。内外面ともに貝殻条痕調整が行なわれている。

19は復元底部径7.7cmを測るものである o 20は口縁部に近い部分と思われる。接合部分が明瞭で、

あり，内外面に員殻条痕調整が行なわれている。
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第34図 第 2トレンチ出土土器

(泊石器(第35図・図版13) 

20はIXb層より出土した石核である。表裏の広い二面から剥片を取っている。打面は平坦に近

く，打面調整等は行なっていない。原材は砂岩である。

第35図 第 2トレンチ出土石器

U 5cm 

N 第 3トレンチ

第3トレンチは標高約 110mで，西向きの傾斜面に 2X4mの大きさで設定した。しかしな

がら遺物包含層である皿層及びIXb層は削平のため現存せず，造物は全く出土していない。 i層

耕作土の下はIXb層の下半部であった。

-J 110.20"， -

第36図 第 8トレンチ土層図
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V 第 4トレンチ

第 4トレンチは第8トレンチの南方向で，標高は約 116mを測る地IC2 x 4 mの大きさで設

定した。 ζ れも遺物は全く出土していない。

1.土層(第37図)

I屑耕作土

羽層 黒色土層。部分的に残存する。

W層黄褐色パミス層。部分的に残存する O

lXb層階褐色土層。完全に残っているものは南側のみで，他は下半部のみである。

下層はシラスである。

土層はlXb層の上半以上は削平されている。また，このトレンチではX層及びXI層は堆積して

いない。
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第37図第4トレンチ土層図

115.9官

o 1m 

i 

第 5トレンチは第 1トレンチの東側で標高は約 124mである。 2X4mの広さで設定した。

遺物は全く出土しなかった。

1. 土層(第38図)

I層耕作土

W層黒色士層

V層 池田降下軽石が点在する黒色土層

W層黄褐色パミス層 (赤ホヤ層)
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第38図第5トレンチ土層図
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I 調査の概要(第39図・図版14・15) 

八郎ケ野A遺跡は前川の上流の通称池野台地IL所在する。

乙の前川は遺跡の東側で二叉に分れているが.いずれも前川の支流となる。

前川によって形成された開析谷は小さく，狭い谷状を呈する。八郎ケ野A遺跡は，東側を流

れる前川の支流による谷に沿った幅約 100仇ほどの段丘状を呈する。狭い平坦地である。

北側はこの段丘状の平坦地が伸びて，井手平遺跡に接する。

西側は，比高差約15mをもって緩傾斜をへて台地となる。南側は第 6トレンチ付近で，西側

の台地の先端部に連なっている。

今回の確認調査では，乙の平坦面を主体tとして. 2仇X4m与を基本とするトレンチを，地形

を考慮するととも tし遺跡が発見された場合その範囲の把握ができるように設定した。

そして，各トレンチは北側より南にかけて第 1トレンチから順次第 8トレンチまでとし，八

郎ケ野A遺跡第 1トレンチと呼称することとした。また，第8トレンチでは，土器片，炭化し

た木の実が出土したので若干拡張し，第 6トレンチは 2mX  10mとして調査を実施した。

発掘調査の結果，第 1トレンチでは各層序は整然と堆積しているが，遺構・遺物は出土しな

かった。第 2トレンチは上面が削平されていたが，下層で数点の土器片が出土した。

第 3.第 5トレンチでは，皿層上面で，数個のピットが検出されたため，下層の掘下げは中

止し，現状のまま埋戻す乙ととした。第 4トレンチではXI層より頁岩・黒曜石の剥片が出土し

た。また第 7・8トレンチからは阻層面で遺物が出土した。

ことに第 7トレンチでは，本遺跡の各トレンチのうちでは最も出土遺物が多いトレンチで，

しかも炭化した木の実も多量に出土した。

以上のことから本遺跡は一部削平された部分を除き.m層面から良好な状態で出土した遺

物等から，縄文時代晩期が上層に埋蔵されていること，第 8・6トレンチのピットの性格はつ

かめとfかったが，何らかの遺構が存在する ζ と，あるいはまた，下層のLX・XI層で少数ではあ

るが，遺物が出土したことから，複合する遺跡と考えられる。

また，調査前は，開墾等による削平が考えられたが，この部分は平

坦地基部，すなわち西側の傾斜面部であることも判明した。

各トレンチについては，概要，土層，遺構，出土遺物等，順次記述

していくがは調査中に表面採集で得た資料である。

現存長10.4cm.最大幅5.3cmを測る安山岩製の打製石斧である。

側面は粗く剥離する。刃部は欠損している。
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第40図八郎ケ野A
遺跡採集石器





1. 土層(第42図)

耕作土下，皿層までは耕作等により撹乱されていた。以下の層は西側に傾斜する。

i層耕作土

W層 黒色土層。トレンチ東側半分は削平されている。

V層 黒色土層。トレンチ東側半分は削平されている。層厚約20cmを測る。

W層 階褐色土層。トレンチ東側で削平されている。層厚約 4cmと薄い。

W層 黄褐色ペミス層。乙の面で削平が行われている。膚厚約40cmと厚い。赤ホヤ層である。

咽層茶褐色粘質土層。 5cm前後の層厚で、ある。

lXa!曹黒褐色土層。粘質の土層で、約20cmの膚厚で、ある o

IXb層暗褐色土層。粘質土層で以下，シラス層となる。
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第42図 第 2トレンチ土層図・平面図

2.土器(第43図・図版17)

• 
• 

土器は 8点出土した。いずれも少片である。 2はm!書出土で黒褐色を呈し器面には員殻腹縁

による条痕が縦位に施されている。砂粒含み器厚約 1.4cm と厚~'0 3は茶褐色を呈し器面には貝

殻腹縁による刺突連続文がある。胎土に雲母を含む。 I層出土である。 4はV層出土で，茶褐

色を呈し，貝殻腹縁による押引き文を施す。胎土に雲母を含むものである。
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第43図 第2トレンチ出土土器

3 石器(第44図・図版17) 

石器は I点出土した。 5は噛層中より出土したもので，肩平な砂

岩を利用したもので，側面は敵打によりわずかに調整している。表

面に研磨痕が観察されることから砥石が考えられる。

N 第 3トレンチ

第 3トレンチは本遺跡のほぼ中央部K位置し，標高約108.3mを測

る。このトレンチは耕作土が Ia-Icの8層に区分できるが，これ

は開墾時の造成の結果である。阻層上面でピット 6個が検出された

ために， ζの面で中止し，下層の掘下げは行わなかった。

1.遺構(第45図・図版15) 

ピットがトレンチのほぼ中央部に 6個検出された。

0 5cm 

I 

「 〕

第44図第2トレンチ
出土石器

P-l は17cmX20cm. P-2は15cmX15cm. P -3は15cmX 14cm. P -4は12cmX15cm. 

P-5は12cmXllcm. P -6は10cmX10cmの径を測るもので.P-1-P-3. P-4-P-

6はほぼ東西に平行であるが，各ピット間の距離は不揃いである。

Z 土層(第45図)

Ia.層耕作土

Ib層造成土。畑地開墾時において，重機による造成を行っている。その時の土である。

Ic層灰白色土層。灰白色を呈するもので，大正時代の桜島噴火による火山灰である。

E層 黒色土層。若干やわらかく，粘性は少ない。 10cm前後堆積するがトレンチ中央部付近で

消滅する。

E層 黒色土層。 E層よりやや硬く，わずかに粘質を帯びている。上層中には御池ペミスと呼

ばれるものが混在する。層厚10cm前後である。

W層黒色土層

V層 黒色土層。土層中には径 1-10棚程度の黄白色軽石が多く混在している。乙れは池田降

下軽石と呼ばれているものである。本トレンチでは顕著でゐる。

W層黄褐色バミス層 通称赤ホヤ層と呼ばれているものである。本トレンチではピットが検

出されたため，この層の上面で掘下げを中止した。従って層の堆積状

況は不明である。
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第45図 第 3トレンチ土層図・平面図

V 第 4トレンチ

第4トレンチは本遺跡の中央やや南よりの地点で，台地基部より約30m.開析谷よりで，こ

のトレンチも 2mX4mとした。層序はほぼ水平で、ある。出土遺物は E層中より自然石.A1層

より頁岩，黒耀石の剥片が出土したのみで，土器は出土しなかった。

1.土層 ( 第46図・図版15) 

I層耕作土

E層黒色土層。層厚約 8cmと薄い。

皿層 黒色土層。黄色の御池パミスが混在する層で約15cmを測る。

W層黒色土層。粘質ぎみで約15cmを測る O

V層 黒色土層。池田降下軽石が点在する。約10cm前後を測るが，約 5cmの部分もある。

VI層 階褐色土層。粘質ぎみで，約 5cmと薄いがトレンチ中央部に落込み状のものがある o

W層黄褐色パミス層。アカホヤ層で，他のトレンチ同様約40cmと厚く堆積する。

唖層 茶褐色土層。粘質ぎみの層で約 5cmと薄い。

lXa層黒福色土層。粘質土層で約20仰を測る。

IXb層暗褐色土層。粘質土層で，下位は X層のブロック状の堆積に影響されている。

X層 黄褐色ペミス層。通称サツマといわれる桜島起源のペミスでブロック状にはいる。

刃層 茶褐色粘質土層。通称チョコ層と呼ばれるもの。
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第46図 第4トレンチ土層図・平面図

Z 石器(第47図・図版17. 18) 

石器と判明したものは出土しなかったが.H層中K.台形状を呈し

た砂岩が出土した。 6がそれである o 加工痕，使用痕も観察されない

ところから自然石であろう。

図版 18にかかげたものは XI層中より出土した。頁岩及び黒曜石の

剥片である。第46図の遺物分布がこれである。黒曜石片は l点のみで

他は全て頁岩である。細片が多く，二次加工及び使用痕は認められな

い。頁岩製のなかには，切断を抱したと思われるものもあるが，数量

が少ないため確証は得られない G 旧石器文化の遺物である乙とは出土

層の関係から推定できるが，明確な石器が検出されていない。遺物の

分布はユニットの縁辺と思われ，中心部は近くに存在すると思われる。
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¥f第 5トレンチ

第 5トレンチは本遺跡の南側に設定するもので， トレンチは 2mX4mとした。

1.遺構(第48図)

トレンチ北西隅に径35cmX35cmのピット 1個が検出されただけであるo

Z 土層(第48図)

ピットが検出されたために，以下の層は掘り下げなかった。

I層耕作土

E層 黒色土層。約40仰を測りほぼ水平に堆積している。

• • 

01m 

• 
• 

• 
O日

第48図 第 5トレンチ土層図・平面図

Cとふ

3.石器(第49図・図版18) 

石器 l点と，若干の礁が出土した。

7はE層中に出土したものである。

やや扇平な砂岩を利用したものである。側面は蔽打に

よる剥離面が見られる。半欠であるが， ζの部分もわず

かに摩耗し稜を失っている。

百第 6トレンチ

第 6トレンチは本遺跡の最南端に位置する。乙の地点は東及び南側の台地の接点部分である

第49図 第5トレンチ出土石器

乙と，従って平坦面が狭くなる所等地理的条件を考慮して. 2 mX10mのトレンチとした。

土器は耕作土層及びE層中に各 1点，石器は E層中より融石と剥片が出土した。
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1.遺構(第50図・図版16) 

E層下面で西側に 2イ国，東側に 1個のピットが検出された。 P-1は径30cmx29cm，P -2 

は25cmX25cm，P -3は24cmX 23cmを測る。

2.土層(第50園)

I層耕作土

E層 黒色土層。わずかに御池ペミスを含むもので粘性は念い。

104.0m 

ヒコご二一一一一一一」

O 
P-3 

.・

-. 
O 

q-z 
o 1m 
ヒヱヱ=ヱコ

第印図 第 6トレンチ土層図・平面図

3. 土器(第51図・図板18) 

8は口層部が平坦で口縁部がわずかに内轡気味の土器で.色調

は器外面が茶褐色，内面が黒色を呈

するものである。胴部以下が欠落し

ているが，器形等から縄文時代晩期

の鉢形土器と考えられる。 ζの種の

土器の胴部下位には璃目圧痕が付く

ものがあるo ζの土器もかすかに観

察できる。 9は乳白色を呈するもの

潜燃;t'，.¥ ¥ 
“~ ¥ 1 

o 3C/胃

bココココゴ
第51図第6トレンチ

出土土器

ζ 二ミ ム¥
10 "，-¥  

05m\」ー~
111  

第52図 第6トレンチ
出土石器

で，器面tとはへラ状工具で沈線を抱し，突帯状のものに刻目をつけるものである。

4.石 器 ( 第52図・図版18) 

10は粘板岩の自然~J離片である。

11は砂岩の敵石である。荷円形をした ζの敵石の|両端部には敵打痕がみられ，中央から側面

にかけて剥離があるが.使用時のものかどうかは不明である。
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WI 第 7トレンチ

第 7トレンチは段丘状となった平坦な台地の縁辺部である。

乙のトレンチの東側は傾斜面となり開析谷及び前)11へと続くものである。また本遺跡全体か

らいえばやや南よりの東端といえよう o

調査の結果，少片の土器片と礁が西側に集中して出土した。

-E-一一二二-4-一一二

土

企

4‘ 

. 

. 

• A 

ふ

-a 

4‘ 

層(第53図)

.ad‘ • 
企

第53図 第 7トレンチ土層図・平面図

• 

土層は 1-皿層まで確認した。 E層面で土器片等が出土したため下層確認は中止した。

I層 耕作士

E層 黒色土層。わずかに黄色の御池パミスを含むもので、層厚約15cmを測る。

E層 黒色土層。黄色の御池パミスが混在する層である。

2. 土 器(第54図・図版18) 

小片が数点出土したが，図化できたのは 1点である。

¥:J-[J 12は平坦位口層部をもっ深鉢形土器の口縁部で，内外

へラ磨きがなされている。面とも黒色を呈し，

胎土はわずかに砂粒を含み，焼成は良好である。縄文

時代娩期に該当する土器である。 第54図 第 7トレンチ出土土器
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第 8トレンチK 

第 8トレンチは本遺跡トレンチ配置では，南東部，台地末端部に位置する。開析谷への傾斜

面へは約30mである。標高は約106.4mを測る。

当初 2mX2mのトレンチを設定したが，台地先端部にかけて， E層及び阻層面で，土器片

石片，黒耀石及びチャートのチップ，炭化した木の実等が出土したために.東側K2m.北側

へ 2m.南へ 1mと拡援した。

また土層確認のため南側断面を50cm幅でV層まで掘り下げた。

層(第55国)1.土

層序は各層がほぼ水平に堆積するが，各卜レンチに比較してやや薄い感じを受ける。

耕作土I層

黒色土層。層厚20cmを測り，ほぼ同ーの厚さで堆積する。E層

黒色土層。黄色の御池バミスが混在する層で、約10cmの厚さを測る。血層

... .. 
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黒色土層。やや粘質気味である。掘下げ面まで20cm前後の厚さである。

v Y  11 __  " 

-一十一エ~.~

W層

-v 

‘' 

• • • ・

司V

‘' 

、，

‘' 
‘' 

v 
v 

v . 、，

-

-v ・v

・
.• 

.
 
，
 

-v 

司V

v v ・..... 
v .・-v 

司，
' v 

-V
 

• 
• 

--v 

v

・-v

• • ・

. 
•• . 

. 
‘' -V •• 

-

v
 a

-
-• 

‘' . .. .. ... 
v 

a土器片. . 
.. . . 

•• •• 
-
v 

. 
v
 

・v
・v

.
 

•• • 
・

-石片等v 

' -v ・.v . . . 
-黒耀石及びチャートチップ

.3 

明炭火実

第 8トレンチ土層図・平面図
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Z 土器(第56図・図版19.20) 

土器は拡張区も含めて. H層およびE層中から出土し，出土分布もまんべんとfく出土した。

13は小片のため全体の形状は不明であるが，浅鉢形土器である。内外面とも茶褐色を呈し，

へラ研磨がみられる。胎土はわずかに砂粒を含むが焼成は良い。 14も同様の士舘片である。肩

部で粘土の継白があったとみえ，乙の部分で剥離している。 15は口縁部が内轡するもので，内

外面とも黒色の色調を呈し，横位のへラ研磨である。胎土はわずかに砂粒与を含bものの焼成は

良い，薄手の浅鉢形土器である。

16は本遺跡中，最も大形の土器片である。 E層中K横位tζ出土したが，上面は耕作のため，

ほぼ半分ほど失なわれていた。

復元口径20.8cmを測るもので底部も失なわれている。外反した口辺部は口縁部で，やや外傾

して立上る。 ζのため幅約 3cmでわずかな，にぶい稜をもっ。 ζの口縁部Kは沈線等は施され

ていない。口層部はへラ』とより平坦に仕上げる。胸部の最大幅は口縁部径とほぼ一致する。稜

線はくずれてにぶくなる。色調は茶褐色を呈し，器外面はへラ研磨がみられる。また，口縁部

から胴部にかけて媒が付着する。胎土はわずかに砂粒を含み焼成はやや粗い。

17は平坦な口属部をもっ口縁部片で，色調は茶褐色を呈し，へラ磨きである。胎土には雲母

を含&018. 19も同様である。 20は口縁部下に一条の突待状の稜が付くものである。へラ研磨

が内外面とも見られるなか剥落している。胎土fと雲母を含む。復元口径27cmを測る。

21は粗製の深鉢形土器片である o 内外とも茶褐色を呈し，胎土はわずかに砂粒を含み，やや

粗く焼上がる。 22も21同様の土器片である。

23は茶褐色を呈し，外面はへラ fとより研磨されている。

24は内外とも著しく剥落した土器片で，胎土も砂粒を多く含み，焼成も組い。

25は口縁部の土鋸片である。外反するもので色調は茶褐色を呈し，粗製土器である。 26は胸

部片である。内外とも黒色ないし黒褐色ぞ呈し，胎土に多く雲母を含むものである。

27-28は土器底部である。底部端はわずかに張り出し，内面は傾になって底面に至る。

3.石器(第57.58図・図版19.20) 

30は阻層に出土し

たもので，気泡の少

ない良質の黒曜石を

用いた扶が深く丸い

胸の石鎌である。

31は血層出土で，

片面調整剥離のある

チャート製の剥片で

ある。

建都1-Q 

30 

第57図 第 8トレンチ出土石器
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32は粘板岩の剥片を

用い，両縁を研磨して

いる。用途は不明。 33.

34. 35は玄武岩製の石

斧片である。 36は砂岩

の円礁を局いた融石で

側縁IC敵打痕がある。

37も36同様の敵石で

全周縁に敵打痕がある。

また，敵打Kよる剥離

作用が見られる。

38も同様である。

39は玄武岩の打製石

斧片である。

X 第 9卜レンチ

ζ二二コ
〈こ〉

Cご一一一~コ

く〉

第 9トレンチは台地中央部から窪地となるあたりで，標高約 110mを測る位置である。

1.土層(第59図)

土層は西側の台地聞の窪地，谷頭に向けて傾斜している。

I層耕作土

皿層 黒色土属。黄色の御池ペミスをわずかに含む。トレンチ中央から東側は消滅するo

W層 黒色土層。粘質気味で黒色が強い。

W層 黄褐色バミス層。アカホヤ層で、約40cmと厚いのは各トレンチと同様である O

lXa 層黒褐色士層。粘質士層で約20cmの層厚である。

IXb層暗褐色土層。粘質土層で西にいくに従って厚く堆積する。

v v 、， v 

一一ーー--一一・ー--..-・←←ー
.. ---_.・一一
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、，

" ... 'B 

o 押L

第59図 第9トレンチ土層図
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ま と め

八郎ケ野A遺跡は，前川によって形成された開析谷と，前川の右岸.東側に沿って聞けた段

丘状の細長い平坦地に位置する。

発掘調査は，乙の地形及び遺跡の性格，範囲確認という所期の目的と考慮して設定し.調査

を続行した。

調査の結果，第8・5・6トレンチには数個のピットが検出された。乙のピットは皿層面で

確認でき，しかも共伴遺物としての土器は縄文時代晩期の土器である ζ とから， ζの期の遺構

と考えられる。同様に第 8トレンチでは，他のトレンチに比較して多数の土器とともに炭化し

た堅果類と思われる木の実も多量に出土した。 ζのトレンチの出土造物も縄文時代晩期の時期

のものであることから，本遺跡においては第 8トレンチから第 6トレンチにかけた一帯は縄文

時代晩期の遺跡が包蔵されていることが判明した。

下層については， m層面で遺構，遺物の出土したトレンチは.下層の確認を行わなかったた

めに，狭い面積での確認となった。

それでも，第4トレンチにおいては，)((層中より黒曜石，チャートの事j片が出土した。

乙の乙とは}直層は基本土層で記述したようにX層の桜島噴出源といわれるペミス層直下であ

ること等から，少なくとも約 9千年以前の土層である。従って旧石器時代の遺物である。

また，表面採集や，撹乱層中より縄文式土器片も若干みられる。

乙れ等のζ とから，本遺跡は旧石器時代より縄文時代にかけて，各時代が複合する遺跡であ

る。地形的にも北から西にかけて比高差約10mの丘陵を背にした東面するもので，好適な場所

である。
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八郎ケ野 B 遺跡







I 調査の 概要 (第60図・図版21.22， 23) 

八郎ケ野B遺跡は前川の上流の通称池野台地に所在するが，八郎ケ野A遺跡の平坦面の南及

び西の背面の台地である。

ζの台地は北から南及び酒に伸びる標高約 120mを測るものであるが，細かくみると第 4ト

レンチの北側を最頂部とし，乙の最頂部より南東にかけては舌状台地となり第 5，11トレンチ

付近で傾斜面をもって前川の開析谷へと連なる。

北側はほぼ同じ標高をもって北へ伸び，井手平遺跡に続いている。そしてこのラインはゆる

やかであるか一種の尾根状を呈する。

現在使用されている道路はこの尾根づたいにたどり，再び山裾を巡ることとなる。

また北西方向はなだらかな傾斜面となり，谷頂上の窪地tζ続く o この万向の延長は再び丘陵

となり池野遺跡に続くのである。

南西方向は第8トレンチ付近ぞ最頂部として，南東方向同様に傾斜面をもって開析谷及び前

)IIK連なっている。

このように各万向とも個別の地形をしているために，あるいはまた各個人で重機を投入して

傾斜面を平坦にし畑地を拓いたこともあって，各トレンチは地形と，削平のない場所や，削平

の少ない地点争選摂して設定した。

すなわち第 lトレンチは台地の裾部で，八郎ケ野A地点との隣接という乙とで設定し，第 3，

4トレンチは台地の頂上部，第2・11・12トレンチは台地の傾斜面で，畑地とされていえEい場

所を選んだ。同様にして，第 5・9・10トレンチは台地の傾斜面でも下位の部分である。

また第8トレンチは台地の頂上部，第 6トレンチは緩傾斜地，第 7トレンチも第 6トレンチ

と同様な考え方で設定した。

そして各トレンチは 2mX4mを基本とし長軸を地形に沿っていることとし，順次上層より

下層K掘り下げた。遺構と思われるものや土器等の遺物が出

土した場合は，今回の発掘調査の主旨にのっとり，できるだ

け検出面で確認調査は中止する乙ととした。

発掘調査については各トレンチ毎に順を追って記述するこ

ととするが，概括すると第 8・4トレンチにピットが検出さ

れたほか，出土遺物が比較的多かったのはやはり第 8・4ト

レンチであった。

なお，第61図・図版241乙図示した遺物は表面採集で得た資

である。

1は砂岩製の磨石で表裏，周縁ともよく研磨されている。

半分は欠損しているが，使用中によるものかどうかは不明で

ある。
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E 第 1卜レンチ

第 1 トレンチは標高100~120mの台地が東側に突出し，前川の支流によって形成された小開

析谷の縁辺部K位置する。また乙の地点は八郎ケ野A遺跡の南端に隣接すると乙ろである。

出土遺構，遺物は何ら出土しなかった。

1.土層(第62図)

各土層とも地形と同様東側へ傾斜し. V. VH層は確認できなかった。

I 層耕作土

H層 黒色土層。トレンチ西側で消滅する。

匝層 黒色土層。黄色の御池バミスが混在する層であるが東側斜面で消滅するo

w層 階褐色土層。粘質気味で，下位は不安定ととEり凸凹が著しい。

四層 黄褐色バミス層。アカホヤ層で、約40cm内外の層厚を示す。

IXa}冒黒褐色土層。粘質気味で，やはり東側，傾斜面へ向けて傾斜する。

? 11m 

第62図第 1トレンチ土層図

E 第 2卜レンチ

1総司

第 2トレンチは台地上端部に位置する。このトレンチの北側畑地はすでに重機により削平さ

れて現形をとどめていない。その畑地の崖面に礁が確認されたため，隣接してトレンチを設定

することとした。乙の地は現況山林であり，自然地形も現存している地点である。

しかし，発掘調査の結果は，遺構，遺物等何ら出土しなかった。

N 第 3トレンチ

第 3トレンチは台地上面の標高約 116mの畑地で，第4トレンチと同一畑である。乙の畑は

北側の畑界から重機fとより低地へ引ならされているが. 3 ・4トレンチとも下層まで達してい

ないと判断し， トレンチを設定した。

トレンチは 2仇 X4mとし，長輸を南北とし地形に沿った形とした。

1. 土層(第63図)

各層とも南側へわずかに傾斜し. n層および匝層の一部はすでに削平されていた。

Ia層耕作土
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Ib層耕作土。

皿層 黒色土層。トレンチの北側部分は削平されている。

W層 黒色土層。阻層同様削平されているが，南に向かつてやや厚く堆積する。

V層 黒色土層。層厚約 5cmと薄い層である。

W層 黄褐色パミス層。赤ホヤ層であるが遺物等が出土したため乙の上面で掘下げぞ中止。

2.遺構(第63図)

遺構と考えられるものに 6個のピットがm-1V層面で検出されたが，規模，性格等は不明で

ある。ピ、ノトは径24cmから 10cmと大小あるが各ピットを有機的に結びつける乙とはできなかっ

Tこ。
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第63図 第 3トレンチ土層図・平面図

3.石器(第64図・図版23) 

石器及び磯等が出土した。すべて皿層中出土である。

乙のうち 2は玄武器を用いたもので周縁部を調整し肩部にわずかの挟りを作る有肩石斧であ

る。 3は玄武岩で剥離面をもっ剥片である。形態は不明。 4は砂岩の敵石で周縁部に敵打痕が

みられる。 5は砂岩の円礁を用いた敵石で、周縁部に敵打痕がみられる。

6・7は砂岩の自然礁と考えられる。 8は頁岩製のもので半欠である。周縁部Kは何らの使

用痕，加工痕も見られぬため自然擦の可能性もある。
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第64図 第 8トレンチ出土土器

V 第 4トレンチ

第 4トレンチは台地頂上部に位置し，第8トレンチと同一畑地である。

第 8トレンチでも記述したように北側は一部削平し南側へ引芯らしているところである。発

掘調査の結果E層面でピットと集石が検出されたものである。なお下層確認のため北側の一部

をX層まで掘下げた。
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1.土層(第65図)

このトレンチの土層も現地形のように南側へわずかに傾斜する。そして各層とも比較的簿く

堆積するが， ζれは台地頂上付近という地形上の影響が考えられる。

Ia層耕作土。

Ib層耕作土。

Ic 層耕作土。

E層黒色土層。

E層 黒色土層。黄色の御池パミスがわずかに混る。

W屑 黒色土層。粘質気味である。約15cmほど堆積する。

V層 黒色土層。池田降下軽石がわずかに含まれている。層厚約10cmである。

W層黄褐色パミス層。赤ホヤ層であるが，流入・流出等によりやや暗い色調を呈する。

咽層 茶褐色土層。約 5cmと薄い堆積でめる。

lXaJ冒黒褐色土層。粘質土である。

IXb層暗褐色土層。粘質土である。

X層 黄褐色バミス層。バミスがブロック状に堆積するが，薄いo

Z 遺構(第65図)

遺構としてはW層面においてピット 4倒と，皿層中Iζ拳大ほどの礁を集石しているものが検

出された。

このうちピットはトレンチ内で 4個検出された。検出されたピットのうちのそれぞれの径は

P-1が25cmX25cm.P-2が27cmX30cm.P-3が25cmX cm. P-4が20cmX23cmである。

トレンチ内での各ピットの結びつきは不明である。 P-4の墜には土器の小片が埋土中より出

土した。集石と思えるものはトレンチの南西面で，約半分はトレンチ外へと拡大する。トレン

チ内では南北 2m.東西80cmの範囲内に拳大から小磯までが集石されていた。

3.土器(第66図・図版24)

mJ曽中より出土したもので，底部端がややはみ出すものであるが小片のため形状は不明であ

る。色調は茶褐色を呈し，胎土は砂粒を含み焼成も組い。

4.石器(第67図・図版24) 

石器は 8点出土し，いずれも皿層中か広である。

10は砂岩を用いた厚さ 5cm.幅12cm.長さは両端を欠いているので現存表包mを測る板状の

もので，表裏とも研磨がみられると乙ろから石皿の可能性がある。

乙れはトレンチ南側の中央部に立位で出土した。

11は砂岩の自然礁を用いた敵石で，周縁部には蔽

打痕がみられる。一端は欠損している。

12は安山岩を用いた石斧の刀部である。

-58-

9 o 3cm 
1:::0:工工d

第66図 第4トレンチ出土土器



fY 
11 

Jユ
b 
ζ二二コ

o 5c胃1

第67図第4トレンチ出土土器

百第 5トレンチ

第 5トレンチは台地が開析谷を望む先端の地で，北側は畑地のため一部開削されたところで

ある。台地先端部における遺跡の有無，範囲確認のため設定したトレンチである。

1.土層(第71図)

台地縁辺部のため耕作士層は厚く堆積し，また下層の層序も南側斜面に大きく傾斜する。

l層耕作士。約45cmと厚く堆積し，略水平である。

E層 黒色土層。トレンチ北側で消滅するが南側へ厚くなる o

E層 黒色土層。南側で消滅するものである。

W層 黒色土層。下層の界は若干の乱れがあるo

w層黄色バミス層。層厚約20cmを測る。

lXaJ冒黒褐色土層。

IXbJ膏暗褐色土層。

2.土器(第68図)

13は I層より出土したもので，口縁部か

断面三角形を呈する。色調は茶褐色である。

3.石器(第69.70図・図版24)

第68図 第5トレLヂ出土土器

FLQ 
o la胃

と二工コ

14は砂岩の敵石で，周縁部に敵打痕が認

められる。 15は一部が欠損しているが扶り

の深い石鎌である o 灰色の黒耀石製で一見

すると姫島産に類似する。 第69図第5トレ 第70図第5トレンチ出土石器
ンチ出士石器
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第71図 第 5トレンチ土層図・平面図

百第 6トレンチ

第 6トレンチは台地頂上部の平坦面で，乙のトレンチの畑を境に，西側へ傾斜していく地形

である。調査の結果，上層は畑地開削時に引ならされており，各土層が混在していた。

従って生きている層は第E層からである。遺構，遺物は出土しなかった。

1. 土層(第72図)

地表面から約1.5mは畑地造成による埋土であり， m層以下が生きた層である。

I層耕作土。

皿層 黒色士層。黄色の御池バミスがわずかに混じる o

W層 黒色土層。約20cm~30cm と一定しない。

W層暗褐色士層o

w層黄褐色ペミス層。赤ホヤ層で、約30cm前後の堆積を示している o

lXa属黒褐色土層。粘質土層である。
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咽第 7トレンチ

第 7トレンチは本遺跡の北端に位置し，平坦な台地面である。

1.土層(第73図)

I層耕作土。耕作土であるが，造成土であるため各土層が混在する。

黒色土層。御池パミスと呼ばれるバミスが混在するもので属厚約10仰を測る。 一ー一

黄褐色バミス層。鬼界カルデラ起源のものといわれるバミス層である。rI¥ ;0 

茶褐色粘質土層。硬い粘質土で層厚約30cmを測る。 1¥ .' I 
黄褐色パミス層。桜島起源のものといわれるもので，ブロック状K ¥ー./1

堆積している。 ζ 二二〉
以上が第7トレンチにおける層序であるが，基本土層からみると.m層・ 。 16 ヤ胃

IV.V.V1屑等が消滅している。
第74図第7トレ

Z 石器(第74図・図版24) 万出土石器

16は玄武岩を用いた磨製石斧で基部は欠損する。両端は研磨による調製痕がみられる。

K 第 8トレンチ

層

層

層

層

皿

W

唖

w仇

第 8トレンチは標高約 116mを測る台地の頂上部の畑地である。

発掘調査の結果 I層直下はシラスであった。畑地開削時の削平によるものである。

1.土層(第75図)

I層耕作土。

以下シラス層となる。

西 iじ

U _，，__ v 'v ¥ 1J!  

m 
I 115.70 

一一l ラス

-

第75図第8トレンチ土層図

X 第 9トレンチ

第 9トレンチは南面する台地の末端傾斜で第10トレンチの北側に位置する。

1. 土層(第76図)

I層耕作土。

W層黄褐色バミス層。層厚約35cmを測り南側の開析谷へ傾斜するo

¥1層黄褐色土層。

IXal薗黒褐色土層。
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E 第 10トレンチ

第10トレンチは第 9トレンチの南側で，畑一枚の段差があると ζろの草地である。このトレ

ンチも遺構・遺物の出土はなかった。

1.土層(第77図)

I膚耕作土。

E層 黒色土層。乙の層は10cm前後で、不規則に堆積するがほぼ水平であるo

m層 黒色土層。約30cmの層原を呈し，略水平に堆積する。

W層 黒色土層。北側で消滅するものの，南側に向かつては安定した堆積を示す。

V層 黒色土属。乙の層より傾斜が南側へ向かつて著しくなる。

羽層 暗褐色士層。羽層下部では大きな乱れがあれ斜面の堆積の不規則性が感じられるo

w層黄褐色バ Eス層。赤ホヤ層である。乙の層も W層fとより侵蝕を受け不安定である。

理層茶褐色土層o

lXa層階褐色土層。乙の層を経てシラス層となる。

V -
v v v 

102.7官

， ， ， 
，-

第77図第10トレンチ土層図
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XII 第11トレンチ

第11トレンチはむだらかな台地先端部の緩傾斜面K位置し，北側に第 2・12トレンチが隣接

する。遺構・遺物は何ら出土しなかった。

1.土層(第78図)

I層耕作土o

W層 黄褐色ペミス層。赤ホヤ層で、約10cm堆積する。

IX層 黒褐色土層。約40cmほど堆積するもので，やや粘質気味。

X層 黄褐色ペミス層。桜島起源のペミスといわれるもので，ブロック状iζ堆積する。乙の層

の直下がシラスとなる。

1 
、，

109.0'8 

01押Z

1 

第78図 第11トレンチ土層図

XIIT第12卜レンチ

第四トレンチは，台地上面に位置し，地形が保たれているわりには，第 2・11トレンチで遺

物等が出土しなかったため，再確認のために設定したが， ζのトレンチからも出土しなかった。

1 土層(第79図)

I層耕作土o

w層黄褐色バミス層。

IX層 黒褐色土)冒。乙のトレンチではX層がなくこのIX層直下がシラスとなる。
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第79図 第12トレンチ土層図
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まとめ

八郎ケ野B遺跡は，標高約 120mを最頂部とする台地と，その台地から南東側は傾斜して前

1111ζ続く地形，北西側は緩傾斜をもって谷頭κ連らなる地形と，三様の形態をしたと ζろであ

る。

従って各トレンチの設定L 乙の自然地形を考慮するとともに，畑地のために開削されてい

ない場所を選定した。

調査の結果，第 8・4トレンチには数個のピットが検出された。 ζのピットはE層面で検出

されたものである。また第8トレンチには自然喋等の集石が同層面で検出された。

そのほか，第5・7トレンチからは厳石・石斧・土器片等が出土した。その他の各トレンチ

からは何らの遺構・遺物も出土しなかった。

ζれ等のζ とから，本遺跡のうち，第s・4トレンチ周辺ではW層面での遺構・遺物の包含

が考えられる。乙の地点は台地頂上部である。

その他の地点では，今回の調査では良好な遺構・遺物は出土しなかった。
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図 版





図版 1 

井手平遺跡近景

発掘調査風景
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図版 2 

篭l'

寸

井手平遺跡第 1卜レンチ出土状況
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土層断面

剥片石器出土状況

石皿出土状況



図版 3 

第 2トレンチ

第 6トレンチ

第 2卜レンチ

第 6 卜レンチ

井手平遺跡遺物出土状態



図版 4 

主ィ、， ~ ." T"" 

第 4トレンチ土層

1 
4 

第 0トレンチ

集石遺構

3 

井手平遺跡表採土器
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9 

13 

表採石器

14 

18 申 19

井手平遺跡第 1トレンチ出土土器
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図版 5 



図版 6 

いん勺;
24 

28 

27 

剥片石器等

石皿

井手平遺跡第 1トレンチ出土石器
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図版 7 

38 

41 

46 

土器

石器

井手平遺跡

第 2トレンチ出土遺物



図版 8 

62 

59 

e 

67 

井手平遺跡第 3卜レンチ出土遺物

-74-

52 

56 

土器
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図版 9 

77 
76 

78 

井手平遺跡第 4トレンチ出土遺物

83 

82 

86 

井手平遺跡第 5トレンチ出土遺物
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図版 10 

87 

92 

97 

96 94 

土器

石皿

井手平遺跡第 6トレンチ出土遺物



池野遺跡近棄〈第 1・2卜レンチ〉

池野遺跡近景〈第 5卜レンチ〉
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図版 11 



図版 12 

13 

土器

石皿

池野遺跡第 1トレンチ出土遺物



図版 13 

池野遺跡

第 1トレンチ出土石器

池野遺跡第 2トレンチ出土石器

八郎ケ野 A遺跡近景
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図版 14 

八郎ケ野 A遺跡遠景

八郎ケ野 A遺跡第 9 トレンチ近棄



15 図版

発
掘
調
査
風
景

第 7トレンチ遺物出土状況

第 3トレンチピット出土状況

、.‘.、
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第 4トレンチ土層断面



図版 16 

第 6トレンチ遺物出土状況

第 8トレンチ炭化木の実出土状況

第 8トレンチ土器片・礎出土状況
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図版 17 

第 8トレンチ土器出土状況

左拡大図

八郎ケ野A遺跡表採遺物
2 

4 

第 2トレンチ出土遺物

6 

第 2トレンチ出土遺物 第 4トレンチ出土遺物

一 部ー



図版 18 

' 

第 4トレンチ沼層出土遺物

9 

第 5トレンチ出土遺物 第 6トレンチ出土遺物

11 12 

第 6トレンチ出土遺物 第 7トレンチ出土遺物
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第 8トレンチ出土遺物

第 8トレンチ出土遺物
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図版 20 

25 

39 

27 

32 

36 

29 

34 

33 

37 

物遺土出

一

チ

6

ン

8

レ

一

t
p
 由。

第

28 

38 



八郎ケ野 B遺跡第 3 トレンチ近景

八郎ケ野 B遺跡第 5 トレンチ遠景
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図版 21 



図版 22 

八郎ケ野 B遺跡第 6 トレンチ遺棄

八郎ケ野 B遺跡第 8 トレンチ遠景
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3 

第 9・10トレンチ近景

5 

第 3トレンチ出土遺物

一 回一

図版 23 

7 



図版 24 

八郎ケ野 B遺跡表採遺物 第 4トレンチ出土遺物

• 司... 

第 4トレンチ出土遺物

16 
14 

第 5・7卜レンチ出土遺物
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あ と が き

県営特殊農地保全整備事業に伴う緊急埋蔵文化財発掘調査は，志布志町では乙こ数年年次的

に実施されてきた。また志布志町は埋蔵文化財包蔵地が豊富に知られているために.乙の方面

からの発掘調査も活発である。志布志町埋蔵文化財発掘調査報告書が，本報告でも 8集となる

乙とからも，是認されると ζ ろである。

さて，本報告書で報告する 4遺跡の調査は昭和59年11月から約 1ヶ月間実抱された。発掘当

初は膚持ち良い風が，次第に強風ととfり，々かなかの天候も続いた。

それに本調査区は広大であり，各トレンチ設定，そこへの移動も大変であった。

しかし ζのような条件にも労をいとわず発掘作業に従事していただ~、た方々のおかげで，発

掘調査・整理・報告書作成という過程をこなすζ とができたのです。

調査にあたってはむろん，報告書作成時もできる限りの記録をと心がけたつもりですが，満

足いただけるかどうか不安でもある。

最後に，発掘調査及び整理作業に当ってくださった万々，県大隅耕地事務所，地主及び地元

の方々に心から感謝の意を表わし，むすびとしたい。
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